
，

天

正

十

二

年

千

f夫

千

秋

主

殴

助

七
七
入

刑
部
卿
法
眼

(
天
正
十
二
年
)

十
月
廿
五
日

阪

在
。 ~I，IJ

以

五
拾
六
依
武
斗
威
升
蝕
有
ν

之

天
正
十
二

十
月
十

一
日

利古
田

家

在
判

〈
と
の
文
書
数
字
に
誤
認
あ
り
。
〉

十
月
廿
五
目
。
本
願
寺
の
坊
官
下
問
頼
廉
、
鳳
至
郡
の

門
徒
に
、
前
田
氏
に
好
意
を
表
す
べ
き
も
干
え
に
加
る

こ
と
勿
ら
し
む
。

【
木
菩
寺
文
書
〕

鳳
至
郡

(
能
受
}

今
度
越
中
・嘗
閤
鉾
相
之
儀
、
不
ν
及
=
是
非
一
次
第
候
。
就
ν
其
前
回
殿
、

(

印

刷

如

)

謹
k

封
=御
門
跡
様
一
別
而
御
入
魂
之
儀
候
問
、
各
得
コ
共
意
一
無
-
一
疎

一
八
七

時
一
…
制
限
之
儀
可
ν
令
-一馳
走
-
事
簡
要
候
。
自
然
一
挟
等
之
儀
、自
=何

方
一
申
催
俄
雌
ν
在
ν
之
、
粂
而
如
τ
被
=
仰
同
一
候
ヘ
惣
別
弓
箭
乏
儀
、
竪

御
停
止
之
事
候
問
、
左
様
之
儀
一
切
不
v
可
ν
令
=
同
心
一
候
。
前
向
一
違
背

候
族
於
ν
在
ν
之
者
、
可
ν
被
ν
召
=
放
御
門
徒
一
候
回目
.
多
重
可
-
一
申
越
一由

波
z

耶
M
A
a
除
。
山
f

珂珂
皮
非
叩
，
日
日
.口

=，iAfI!白

LLlとv=-γ.A訓Hドr
F
ι
h〆
F
Iνz4Tν
工+本杢む

-=7一P〆イf』

IE'L'L-ふ
UμFzν
守，イAl

大予T
屋 水
島IJ♂普
兵1E四
街)郎

へ蹴
進
ν

之

候

(
文
中
の
楳
現
と
は
石
動
山
を
い
ふ
た
る
べ
し
。
)

十
周
廿
七
日
。
前
田
利
家
、
鳳
至
郡
中
居
村
三
右
衛
門

に
、
岡
村
の
年
賀
米
を
催
促
す
。

【
中
居
三
右
衛
門
係
書
】

鳳
至
郡

一
八
七
五

首
村
年
賀
米
去
年
よ
り
無
沙
汰
、
如
何
辛
子
細
候
哉
。
如
-
一
前
三
肝

煎
候
而
、
納
所
可
=
申
付
一候
。
若
建
乱
出
叩
輩
有
〆
之
者
可
ν
第
三
的
事
一
井

令
=
扶
持
一
分
他
の
か
ま
ひ
有
問
鋪
者
也
。

天
‘
正
十

十
月
廿
七
日

(
前
田
利
家
)

夜

印

iド

ヂ1:二
右
衛
門
尉
所
へ

十

一
月
六
日
口
前
田
利
家
、
越
中
津
川
の
百
姓
田
畑
兵

街
に
、
佐
々
成
政
の
能
登
侵
入
の
際
馳
走
せ
る
功
を
賞

天

正

十

二

年

l虫

能
州
鳳
至
郡

坊

主

衆

中

同
惣
門
徒
中

十
周
廿
六
日
。
前
田
利
家
、

能
登
の
青
木
善
四
郎
等
に、

鹿
島
郡
荒
山
の
敵
の
退
却
を
監
視
せ
し
む
。一

八
七
回(

わ
)

今
日
は
度
k

注
逃
令
=
耐
着
-
候
。

伯
あ
ら
山
の
敵
、
今
夜
ハ
た
り
と

〔
椀
現
}

り
の
〈
べ
き
か
と
存
候
。

人
を
付
置
、
若
の
〈
事
候
は
ど
、
ど
ん
け

ん

ニ
火
を
た
て
可
ν
申
候
。

帥
そ
れ
ま
で

人
数
っ
か
は
し
、
て
つ
は

(

勝

〕

(

高

畠

)

う
は
た

v

し
を
出
し
、
は
な
さ
せ
可
ν
申
候
。
か
つ
山
の
口
へ
は
織
部

(
所
カ
4

(

絞
俳
)

ゑ
ど
陣
取
よ
り
入
を
付
置
、
ゃ
う
た
ひ
き
か
せ
申
候
。
い
づ
作
も

火
を
あ
ひ
づ

ニ
人
数
を
可
ν
遺
候
。
無
目
由
断
一
荒
山
口

に
人
を
付
置

尤
候
。
火
を
あ
げ
次
第
‘
人
数
を
可
ν
遺
候
。
謹
言。

(
前
回
)

叉

【
高

島

文

書

】

左

(
天
正
十
二
年
)

十
月
廿
六
日

家

在
印

禾リ

し
て
持
山
を
安
堵
せ
し

b
o

【
田

畑

文

書
】

越
中

一
八
七
六

此
表
之
有
姿
聞
届
致
z
馳
走
二
一
付
而
、
持
体
候
山
之
儀
令
=
扶
持
-
候
。

於
一
一
向
後
=
一
不
ν
可
μ

有
=
相
違
-
者
也
。
伺
如
ν
件
。

戸
前
回
)

天
正
十
二
年
十

一

月

六

日

利

.~ 

4反

在
*1] 

高

桑

兵
衛
政

O 

一
八
七
七

【
田

畑

文

書
】

(
沼
咋
郡
)

志
雄
之
保
南
山
之
内
、
蛇
崩
・十
八
尾
並
泉
原
、
如
-一先
規
一
下
付
候。

就
ν
其
代
替
鴛
=
祝
儀
一
五
十
疋
到
来
白
山
度
候
。
猶
盟
問
方
よ
り
可
v

申
候
。
謹
言
。

(
年
不
評
)

九

月

三

日

戸
三
宅
)

家

秀

在

*IJ 

間
畑
兵
衛
入
道
股

(
第
二
週
は
年
次
不
詳
と
い
へ

E
も
、
悶
畑
兵
衛
の
所
有
山

林
の
と
と
に
係
る
を
以
て
と
と
に
之
を
ム
ロ
叙
す
。
そ
の
一
一
一
宅

家
秀
と
い
ふ
は
、
能
登
畠
山
氏
の
被
官
な
る
べ

し。

第
一
週

の
此
表
之
有
姿
開
局
致
馳
走
と
は
、
佐
K

成
政
"の
能
登
に
侵

七
七
九

¥ 




